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質疑応答 
 

質問者① (株)東陽テクニカ 山口様 

加熱の強さの調節のためにアーク電流を調節するというアイデアはなかったのでしょうか。 

 

発表者 

加熱の強さの調節方法にはアーク電流の調節とガス流量の調節がありますが、資料 p11 グラ

フ中の枠線で囲まれた領域はそれを調節した範囲になります。しかし、アーク電流は 300A

から 700A に増加させていますが、電流値を高くすると電極が溶けてしまい電流値を低くす

ると今度はアークが発生しなくなってしまうなど調節できる範囲は限られるため、今回ノ

ズルの設計を行った次第です。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 福添様 

航空部門ではハイブリット風洞ということで、解析技術と実際の試験技術を上手く融合さ

せて、極力実試験についても効率化を図っていると認識しています。今回の取り組みの中

で、実機の設計に直接係数等をインプットしないといけないと思いますが、ある程度広範

な試験を実施しないとプロジェクト側に渡せない部分もあるかと推察されます。そういっ

たところでの取り組みや工夫等がありましたらご教示ください。 

 

発表者 

ハイブリット風洞として実用化されているのは遷音速風洞の領域で、昨今ではその領域を

低速風洞にまで拡張しようという流れにはなってきています。極超音速だと高エンタルピ

ーに関して基本的には安定的に計算できる状況になっていません。遷音速領域に関しても、

今回の講演で説明した動不安定性に関してはハイブリット風洞ではなくていわゆる LES の

ような高コストの、1振動するだけで 3週間かかるような計算をスパコンで実施しています。

そういった意味ではハイブリット風洞を今回のテーマに関して適用するのは困難となりま

す。ただ、プロジェクト側に渡すものとしては、動特性等の他に全域に渡っての静特性は

確実に算出する必要があるため、試験としては全風洞で実施しています。低速、遷音速、

超音速に関してはハイブリット風洞も可能な限りスティング干渉等の補正に活用していま

す。 

 

質問者② 

分かりました。我々も試験を扱う側として、極力試験を短くしたり、ユーザーへの提供を

早くする等といった部分に工夫が必要だと考えています。実際にハイブリット風洞があっ

たことで試験を短く出来た期間が定量的に示せるようであれば参考までに教えて頂けます

でしょうか。 
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発表者 

定量的にどの程度短縮できたかについてはよく分かりません。ただ、遷音速風洞に関して

あらかじめ風洞で試験をしながらハイブリット風洞を動かして、値の妥当性をチェックし

ながら進めたことはあります。他にも、遷音速と超音速に関してはスティング干渉補正を

ハイブリット風洞の結果を用いて実施して、プロジェクト側に結果を渡すということを実

施しています。 
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